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、
あるいは教養教育にとって
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史の今が何時かを自覚することができるのである
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」（傍点筆者）。
ここでモルトマンが示したキリスト教神学の新しい方向性は「キリスト教学」をわれわれが
行なう上でも示唆するところ多い。「キリスト教学」も教養教育と共に、教養教育の中にあっ
て、歴史に意味をもたらす神の国を知り宣べ伝えることを許された不可欠の同伴者として歩む
し、歩まなければならない。
結び
再び植村のことに戻ると、キリスト教を弁証し、キリスト教の真理に立って現実の諸問題に
対してて発言していくためには、同時に「内向的に」キリスト教の真理そのものの掘り下げが
絶対不可欠であった。教養教育科目として質の高い講義・授業を行なうためには、担当者にお
いてキリスト教のそれぞれの専門の研究の絶えざる研鑽が必要なことは、言うまでもない。私
47
教養教育科目としての「キリスト教学」の意味と課題
も所属するキリスト教学科の存在の意味の一つはそこにあったし、いまもそこにある。他のキ
リスト教大学に比べても本学のミニストリーの最大の特色の一つはそこにあるといってよい。
神学部を有する大学で専門研究をする人が「キリスト教学」に関わらない場合もめずらしくな
いし、反対に、十分な専門研究の場が確保されていないところも少なくない。そうした中で本
学がその創立のはじめからキリスト教の専門研究と一般教育としてのキリスト教の教授を同時
に同じ責任において行なう道を選択してきたのは、まことに見識に満ちたことであった。それ
によってはじめて本学の「キリスト教学」の質は保たれてきた。ただそうしたことに相応しく
担当されているかということは、すでに一部述べたことでもあるけれども、もう一度吟味され
てよい時にさしかかっている。この報告研究もそのためのささやかな貢献となれば幸いである。
「キリスト教」という教科目の開講形態も担い手も今後時代とともに変わるであろうし、変わ
らざるをえない。しかしそこに込められた草創の志、それを継承した多くの先輩教職の思いは、
これからも不変のままに次の時代に伝えられなければならない。
（2009年２月14日）
